
1. �はじめに

2011年に発生した東日本大震災をきっかけとし，
原子力発電所の幹部クラス職員で構成する緊急時対
策本部において，本部構成員が保有するソフトスキ
ルもしくはノンテクニカルスキル（NTS）の重要
性がクローズアップされた（久郷，2015）．これら
のスキルは，リーダーシップやコミュニケーション
に代表される人間や組織運営に関連するもので，各
本部構成員がもつテクニカルスキル（業務に直結し

た専門知識や技量）を統合し，本部全体のパフォー
マンスを如何なく発揮するために必要なものであ
る．また，近年新たな安全概念であるレジリエンス・
エンジニアリングが注目されており，緊急事態およ
び想定外事象が発生した際，強靭かつ柔軟なプロセ
スを創造して，被害を最小限にとどめ事態を収束さ
せるような対処能力の向上にも関心が高まってい
る（芳賀，2012）．このような状況下で，チームパ
フォーマンスを維持し高めるために，原子力発電所
（長坂ら，2015），化学プラント（南川，2017）また
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医療（杉浦ら，2018）といった特に高い安全性が求
められる産業において，それぞれの職場の実情に即
した方法で組織構成員等に対する訓練が開発されて
きた．
彦野ら（2016）は，東日本大震災からの教訓＊4

として，常に発電所に待機している当番者に求める
８つのNTS項目を抽出した．８つのNTS項目は，
「コミュニケーション」，「ストレス下の意思決定」，
「ストレス下の人間特性」，「権限委譲」，「状況把握」，
「状況評価（認識）」，「組織管理」，および「非常事
態への事前準備」である．これらのNTSの向上を
目的とした緊急時対応訓練として「たいかん訓練」
を開発し（彦野ら，2017），2019年度末までに述べ
191名の発電所幹部クラス職員を対象に実施してき
た．この訓練の中核は40分間の状況付与型演習で
ある．その特徴は，限られたリソース（時間・人）
の中で，次々と困難な状況が，コントローラー（演
習の仕掛け人）からプレイヤー（演習の対象者）に
付与され，それらの状況にチームとして的確に即応
することが求められることである．
なお，本訓練は，発電所の自主的な安全性向上策
の一項目として継続的に実施していくとされており
（関西電力株式会社，2020a），さらに，安全性向上
評価届出（発電所定期検査終了時点での評価）でも
たいかん訓練に言及されている（関西電力株式会社，
2020b）．本報では，各発電所のたいかん訓練実施
担当者（部署）が，訓練を自主的に計画・運営・実
施できるよう作成した訓練手順書（ガイドブック）
について紹介する．

2. �ガイドブック作成の基本方針

「たいかん訓練ガイドブック」作成にあたり，そ
の使用者と主な内容を設定する必要がある．前章で
も述べたとおり，今後たいかん訓練は，発電所が自
主的に計画・運営・実施していくため，ガイドブッ
クは発電所の訓練実施担当者（部署）が主に活用す
ることを想定して作成することとした．また，内容
は，具体的な手続きとして，約４年間発電所と協働
しながら計画準備してきた要領書・手順書類を一通
り様式集として含めることとした．さらに，その前
段には，吉田調書からの教訓抽出に始まる訓練に込

められた開発者の想いや思想を記すこととした．発
電所の担当者は異動などの理由で交代する場合が多
く，もともとの開発経緯が伝わらないまま担当する
可能性もある．意義のある訓練を効果的に維持する
ためには，実施しやすいという視点だけでなく，訓
練の基盤となる思想・考え方を伝えていくことが重
要である．そこでガイドブックは，たいかん訓練の
計画検討から開発，実施改善まで携わってきた研究
者４名が作成することとした．

3. �ガイドブックの構成

前述の基本方針のもと，ガイドブックの構成を検
討した．まず，訓練の狙いと背景にある考え方をガ
イドブック使用者に伝えることとした．たいかん訓
練は最終的に何を目標としているのかを冒頭で明確
にすることで，発電所担当者および訓練協力者，そ
して，訓練参加者も含めたすべての関係者の意識合
わせを求めることとした（第Ⅰ章）．その後，たい
かん訓練の特徴や狙い，この訓練で何を鍛えること
を期待しているのか（第Ⅱ章），そして具体的にど
のように鍛えるのか（第Ⅲ章）について体系立てて
解説した．
以下に，各章の概要を記述する．

3.1 �第 I章：たいかん訓練とは

本章では，訓練の狙いとその背景にある考え方を
述べた．主な内容は以下の通りである．

〇目的
たいかん訓練の訓練対象者と目的を明示した．訓
練対象者は緊急時対策本部要員とし，最小限のリ
ソースで緊急事態の初動をマネジメントするために
必要となるノンテクニカルスキル習得の機会を提供
し，緊急時対策本部チームのパフォーマンス向上に
資することを目的とした．

○たいかん訓練の特徴
従来の教育訓練の考え方とは異なるたいかん訓練
の４つの特徴を記述した．具体的には，（1）テクニ
カルスキルを活かすためにノンテクニカルスキルを

＊4　�彦野ら（2016）は，政府事故調聴取記録（内閣官房，2014）を過酷事故に遭遇した際の発電所指揮官の貴重な教訓と考えた．そこで，元
発電所長の聴取記録（以降，吉田調書と記す）から教訓となり得る箇所を気づき箇所として抽出し，対象者（主語）およびノンテクニ
カルスキル分類で整理した．
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鍛えること，（2）訓練参加者自身の気づきの機会を
提供し，納得へと深化させること，（3）想定外を扱
うことで想像力を養うこと，そして，（4）正解のな
い状況下で，解決策を模索し続ける場をつくること
である．従来の防災訓練やテクニカル訓練との違い
を明らかにし，訓練の形骸化を避けるためにも，訓
練実施者にはたいかん訓練の本質を解説した本節
を，適宜読み返していただくことを期待している．

○開発プロセス
たいかん訓練を開発したプロセスとして，IAEA
が推奨しているSAT＊5の考え方を示した．事故時
の業務分析（吉田調書からの教訓抽出），スキルの
設定と習得を目的とした訓練設計，シナリオ開発，
実施・観察，評価というステップを体系的に行うこ
とを示した．

3.2 �第 II章：学ぶべき教訓とスキル

本章では，緊急時対策本部において必要とされる
業務を遂行するために，本部のリーダーやそのメ
ンバーに求められるノンテクニカルスキル（NTS）
を解説した．ここでのスキルは，極めて希少な事例
である福島第一原子力発電所事故について作成され
た，吉田調書の詳細な分析（彦野ら，2016）から
抽出されたものである．「たいかん訓練」によって
学ぶべき事柄を知識ベースで理解するための章であ
り，発電所の緊急事態でありがちな課題や，訓練中
に挿入すべき阻害とはどのようなものかを記述し
た．

○吉田調書の分析から得られた教訓
福島第一原子力発電所事故の実事例から，緊急事
態において発生する可能性があるノンテクニカルス
キルの観点から課題を，教訓として抽出した．これ
らの教訓をたいかん訓練で学ぶために，シナリオ設
計に取り入れられるよう整理して記載した．たいか
ん訓練は想定外の事態をシナリオに組み込むため，
ややもすると非現実的と捉えられかねない．しかし
実際に発生した事例に基づく「教訓」を挙げること
で，NTSを身につけることの重要性の理解とリア
ル感を高めることが期待できる．

○NTS8項目
NTS8項目とは，吉田調書から得られた教訓を再
整理し，緊急時においてリーダーにもメンバーにも
必須となるスキル分類として集約したものである
（項目名は前述の通り）．ただし，訓練対象とするの
は８項目中「７項目」としている．「非常事態の事
前準備」は訓練対象外とした．
実際のたいかん訓練でみられた行動も含めて，具
体的な例をあげて解説している．これらの実例が訓
練のシナリオ設計に生かされ，事後討議で参加者の
「振る舞い」を振り返る際には，学ぶべきスキルが
イメージしやすくなることを期待している．

3.3 �第 III章：実施ガイド

本章では，発電所事務局として訓練実施に向けて
行う具体的な準備，当日の実施事項および訓練後に
実施する事項を時系列で記述した．参考として，過
去に用いた手順書等を添付した．

○訓練の構成
時系列（２週間前から２週間後まで）を図示しな
がら，訓練の全体像を概説した．

○体制（人およびハードウェア）構築
訓練の実施にあたって必要となる人的リソース

（全体統括者やコントローラの役割）と機材設備に
ついて解説した．特にコントローラが，どのような
登場人物役で阻害をどのように付与するかを理解す
ることの重要性を強調した．また，阻害事項を効果
的に付与するためのテクニックを整理した．

○準備段階
実施前に確認すべき事について解説した．中心と
なるのは訓練の内容に深く関わる「シナリオ」と「阻
害事項」の立案である．第II章で解説した教訓とス
キルを用いて，具体的なシナリオの作成例を示した．

○実施段階
訓練の効果をより高めるための副読本や目標設定
のためのツールについて記述した．さらに，当日の
実施手順および演習後の参加者の気づきを高めるた

＊5　�SAT（Systematic�Approach�to�Training）手法とは，体系的教育訓練手法と言われる．業務を分析し業務遂行に必要な知識・スキル
をリストアップし，これらの習得を目指すプログラムの設計から評価までを体系的に行う（IAEA,�1998）．
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NTS8項目とは，吉田調書から得られた教訓を再
整理し，緊急時においてリーダーにもメンバーにも
必須となるスキル分類として集約したものである
（項目名は前述の通り）．ただし，訓練対象とするの
は８項目中「７項目」としている．「非常事態の事
前準備」は訓練対象外とした．
実際のたいかん訓練でみられた行動も含めて，具
体的な例をあげて解説している．これらの実例が訓
練のシナリオ設計に生かされ，事後討議で参加者の
「振る舞い」を振り返る際には，学ぶべきスキルが
イメージしやすくなることを期待している．

3.3 �第 III章：実施ガイド

本章では，発電所事務局として訓練実施に向けて
行う具体的な準備，当日の実施事項および訓練後に
実施する事項を時系列で記述した．参考として，過
去に用いた手順書等を添付した．

○訓練の構成
時系列（２週間前から２週間後まで）を図示しな
がら，訓練の全体像を概説した．

○体制（人およびハードウェア）構築
訓練の実施にあたって必要となる人的リソース

（全体統括者やコントローラの役割）と機材設備に
ついて解説した．特にコントローラが，どのような
登場人物役で阻害をどのように付与するかを理解す
ることの重要性を強調した．また，阻害事項を効果
的に付与するためのテクニックを整理した．

○準備段階
実施前に確認すべき事について解説した．中心と
なるのは訓練の内容に深く関わる「シナリオ」と「阻
害事項」の立案である．第II章で解説した教訓とス
キルを用いて，具体的なシナリオの作成例を示した．

○実施段階
訓練の効果をより高めるための副読本や目標設定
のためのツールについて記述した．さらに，当日の
実施手順および演習後の参加者の気づきを高めるた

＊5　�SAT（Systematic�Approach�to�Training）手法とは，体系的教育訓練手法と言われる．業務を分析し業務遂行に必要な知識・スキル
をリストアップし，これらの習得を目指すプログラムの設計から評価までを体系的に行う（IAEA,�1998）．
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めのファシリテーション方法（発話例）を示した．

3.4 �ガイドブック目次

前節までに記述した骨子にそって，今後，発電所
が自主的に運営していくために作成したガイドブッ
クの目次を図１に示す．

4. �まとめ

以上，これまで弊社（INSS）が開発・実施して
きた「たいかん訓練」を，発電所担当者が計画・実
施するためのガイドブックを概説した．
より効果的な訓練として継続的に実施していくた
めに，今後とも，発電所との協働と改良を重ね支援
していきたいと考える．
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Ⅰ．たいかん訓練とは
１．目的
２．たいかん訓練の特徴
３．開発プロセス

II．たいかん訓練で学びたい教訓とスキル
1．１F事故から得られた 99 項目の教訓
2．ノンテクニカル・スキル８項目の概要

III．訓練の実施ガイド
1．本訓練の構成
2．人とハードウエアの体制を整える

(1)コントローラーの準備
(2)設備・機材

3．実施準備
(1)実施条件の確認
(2)参加者への事前学習ツールなどの配布
(3)シナリオの設計
参考：これまでに検討された状況設定アイデア
(4)阻害要因の設定
参考：これまでの投入実績阻害要因と教訓キーワードの関係
(5)シナリオづくり
(6)リハーサル

4．訓練の実施
(1)事前学習とモチベーション向上のために
(2)当日の準備
(3)事後の振り返りディスカション
(4)ファシリテーション・ガイド
参考：観察者の役割―パフォーマンスの分析と評価

付録１：ファシリテーション・ガイド補足事項
付録２：KPT法
付録 3：副読本（小冊子「10 のスキルポイント」
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図１　たいかん訓練ガイドブック目次
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